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萌
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Ｒ
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Ｔ
Ｒ
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ラ
イ
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、
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!?
」
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ど
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、
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い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
し
た
新
成
人
は
、「
ハ
タ

チ
の
ち
か
い
！
」
と
題
し
た
記
念
撮
影

ブ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
や
誓
い
を

記
し
、
こ
の
門
出
を
契
機
に
、
成
人
と

し
て
歩
み
始
め
て
い
き
ま
し
た
。

新
成
人
の
門
出

南出市長から新成人へのメッセージ
「志（こころざし）」

　新成人の皆さん、ご成人おめでとうございます。
　本市では、最近多くの若者がそれぞれの目標に向かい、スポーツや
芸能など様々な分野で活躍されており、大変うれしく思っています。
　皆さんも、それぞれの目標に向かって日々努力していることと思い
ますが、ぜひ「志（こころざし）」を育んでください。「志」は、自分
だけでなく周りの笑顔につながり、応援者も現れます。自分のやりた
いことで、周りもハッピーになるとうれしいですね。泉大津の未来を
担う皆さんのこれからのご活躍を大いに期待しています。

　市民レポーター 羽田野

のちかいを聞いてみました！のちかいを聞いてみました！
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市立病院からのお知らせ

　泉州がん診療連携（ネットワーク）協議会は、泉州地域
においてがん診療を取り扱う８つの病院で構成されてお
り、毎年各地区で市民に向けた合同講演会を開催していま
す。　今年度は当院での開催となり、当院の医師が、それ
ぞれ「前立腺がんを知る」、「胃カメラだけで取れるがん・
取れないがん」、「高齢者にやさしい腹腔鏡手術」と題して、
高齢者の立場に立った治療についてお話します。

日時　2 月 16 日㈯　午後 2 時～ 3 時 30 分
　　　（午後 1 時 30 分受付開始）
場所　市立病院
講師　梶川博司（副院長兼泌尿器科部長）
　　　勝野貴之（消化器内科副部長）
　　　加藤智也（外科・内視鏡外科副部長）
定員　当日先着 50 人

日時　2 月 20 日㈬　午後 2 時～ 3 時　（午後 1 時 30 分受付開始）
場所　市立病院
講師　三島誉史（内科医師）　※申込不要

日時　毎週木曜日　午前 10 時 30 分～正午　※A コース受講後は他の好きなコースの受講可
　　　1 週目　A コース（初めての受講者は受講必須。マッサージについてのお話があります）
　　　2 週目　B コース
　　　3 週目　C コース　　それぞれ内容が異なります
　　　4 週目　D コース
対象 　生後 3～ 4か月の赤ちゃんとお母さん（他院での出産の人も参加できます）
　　　（マッサージを始めるには一番やりやすく、お母さんもお出かけしやすい時期です）
場所　市立病院　　費用　500 円（初回のみ 550 円、オイル代含む）
問合　4 階病棟　
申込方法　市立病院予約センターへ電話で申し込み（案内の葉書が届きます）（☎32・5489）
その他　4 回以上参加されたお母さんには修了証と記念品をお渡しします。

泉州がん拠点病院合同地区講演会
講演会「高齢者にやさしいがん診療」を開催します

　当院ではおよそ１か月に一度、医師や看護師を講師として、糖尿病をテーマ
に講義を行っています。

　当院では助産師によるベビーマッサージを開催し、好評をいただいていました。しかし、赤ちゃんの月齢のタ
イミングや体調、健康診査の都合で参加が出来なかったり、受講後ももっと続けたいとの声が寄せられていました。
　そんなお母さんの要望に応えるため 2019 年 4 月から内容をリニューアルし、毎月の開催になります。
　3 ～ 4 か月の同じ月齢の赤ちゃんを持つお母さんの情報交換やお友達作りの場としても楽しくベビーマッサー
ジをしませんか !?

糖尿病教室「糖尿病と動脈硬化」を開催します

ベビーマッサージが 4月から毎月開催になります !!

←病院HPはこちら

問合　市立病院総務課　☎32・5622

糖 尿 病
の治療には、血糖コン

トロールだけではなく、血圧
やコレステロールの管理も

大切です。

正職員（臨床工学技士）
受験資格　資格をお持ちの人、または 4 月までに取得見込みの人
申込　病院総務課で交付する職員採用試験申込書、資格を有する証の写しなどを病院総務課へ提出。

正職員を募集します（勤務地　市立病院）

　少子高齢化などにより空き家は今後も増える見込みです。半数以上の空き家は相続を契機に発生しており、あ
なたも空き家所有者になるかもしれません。「空き家を持ったらどうしたらよいの？」や「相続などに向けて何を
しておけばよいの？」など、空き家で困らないための情報をお伝えします。

参加無料

① 職員が写真を撮影します。 ② 職員が申請書の記入を
お手伝いします。

③ ご自身で申請書を
ポストへご投函ください。

空き家で困らないために、今から考えてみませんか？

場所　市役所 3階大会議室
定員　当日先着 30人
問合　大阪の住まい活性化フォーラム事務局
（大阪府住宅まちづくり部都市居住課内
☎06・6210・9708）

大阪の住まい活性化フォーラム
のホームページはこちら→

プログラム
講演①
リフォームによる空き家などの活用事例
（ＮＰＯ法人信頼できる工務店選び相談所・求められる工務店会）

講演②
空き家をめぐる法律問題（大阪弁護士会）

主催：大阪の住まい活性化フォーラム
共催：泉大津市・忠岡町

3 月 8日㈮
午前 10時 30分～ 11時 45分

（受付午前 10時 15分）

▲ 31
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１時間値の１日平均値が
0.04～0.06ppm までの範囲
内またはそれ以下

1時間値の１日平均値が0.10
㎎／㎥ 以下で、かつ、 １時間
値が0.20㎎／㎥以下

光化学
オキシダント

二酸化窒素

浮遊粒子状
物質

1時間値の年間最高値が0.117ppm

■大気汚染物質測定結果

■大津川のBOD経年変化（年平均値）

物質 環境基準値（※） H29年度の測定値

■光化学スモッグ発生回数■二酸化窒素濃度経年変化
（年平均値）

■浮遊粒子状物質濃度の
経年変化（年平均値）

　私たちをとりまく環境の状況はどうなっているのでしょうか？
本市では、市役所６階に設置している大気汚染常時監視システムで大気の状況を調査し
ています。ほか、水質などについて、平成29年度分の調査結果を公表します。
問合　環境課（市役所２階21番窓口）

1時間値が0.06ppm以下

※環境基準とは、
人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準

どうなってるの？泉大津の環境
平 成 29 年 度 版　

２月は生活排水対策推進月間です

光化学スモッグの発生予報などが出た場合、公共施設に旗などを掲出します。旗の場合、予報のときは緑、
注意報のときは黄色です。なお、施設によっては旗ではなく看板などの周知方法をとることもあります。

結果

未達成

適合

水質汚濁の代表的な指標ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
の測定結果からみると、3mg/L 程度で、水質は保たれて
います。
　市では、定期的な水質調査や河川生物調査などを実施すると
ともに、河川パトロールを実施し、川をきれいにするよう啓発
看板を設置するなど、啓発活動にも努めています。
また、工場や事業場に対し、立入検査を実施し、処理施設の維
持管理や点検指導を行いました。

適合

大気汚染物質の測定結果からみ
ると、概ね良好！
　二酸化窒素、浮遊粒子状物質は、
環境基準に適合。　
　光化学オキシダントは、環境基
準は未達成も、光化学スモッグ発
生回数は、予報、注意報とも１回
と大きく減少しています。

■大気について

■水質について

環境基準の長期的評価に係る年間の日平均
値 2％除外値は 0.043 ㎎／㎥ 、年平均値
は 0.019 ㎎／㎥ 、１時間値の最高値は
0.087㎎／㎥

環境基準の長期的評価に係る日平均値の年
間 98％値で 0.032ppm、年平均値は
0.014ppm

■騒音・振動について

騒音被害の未然防止のため事前に指導を実施しています。
　法律や条例に基づき工場や事業場の規制、指導を行っています。
　工場などの新設にあたっては、開発行為の事前協議において特定施設などの届出を要請するとともに、騒音・振動防止につい
て指導を行っています。また、特定建設作業については、工事内容などについて付近住民へ事前に周知を図るよう届出の時点で
指導を行うとともに、作業時間、作業方法、低騒音型建設機械の使用を指導し被害の防止に努めました。

川などの水の汚れのうち約８割が生活排水によるものであり、その影響は特に冬期に大きくなります。

○流しの排水口に水切り袋をつけましょう。
○食用油は、流しに流さないようにしましょう。
○食器のよごれは拭き取ってから洗いましょう。

○洗剤は適量を使いましょう。
○浄化槽を正しく管理しましょう。
詳しくは、大阪府の生活排水に関するホームページへ
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●5日㈫
泉北水道第1回定例会（泉北
水道）
●7日㈭
泉北環境第1回定例会（泉北
環境）
●11日㈷
フォーラムinいずみおおつ
（テクスピア大阪）
●18日㈪
定例市長会議（大阪府庁）
●26日㈫～3月22日㈮
市議会第1回定例会（市役所
5階）

その他、自治・環境関係行事
等出席（6件）

●1月1日㈷
泉大津市民歩こう会の初日の出を見る集

いに参加。今年は、雲ひとつない綺麗な空
に素晴らしい御来光を見ることができまし
た。市にとって御来光の様に輝かしい1年
になるよう粉骨砕身、市政運営に取り組ん
でまいりますので、皆さまご協力よろしく
お願いします。

●1月5日㈯
新年互礼会を泉大津商工会議所とともに

開催しました。事業者、各種団体の皆さま
約300人にご来場いただきました。
市長と商工会議所の臼谷会頭から挨拶さ

せていただき、本市の発展のために一緒に
頑張っていきましょうと皆さまにメッセー
ジをお伝えしました。




